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あらまし ニュース映像は社会に関する資料的な価値が高く，アーカイビングが重要視されている．アーカイブされ

たニュース映像を資料として活用する場合，話題の内容を総合的に理解することが重要である．そのために，大量の

ニュース映像を効率的に閲覧する技術が求められている．一方，近年ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）が

爆発的に普及している．SNS利用者は自分の意見や興味・関心がある情報の受発信を主な利用目的としているため．

そこで我々は，SNS利用者の反応に基づいたニュース映像の構造化を目指すことにした．本稿ではその基礎技術とし

て，ニュースストーリとWebニュース記事の対応付け手法について報告する．
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Abstract Archiving news videos is regarded as important, since they are valuable as sources of important social

information. When exploiting archived news videos as information sources, it is important to understand its con-

tents comprehensively. To achieve it, we need to view a large number of news videos effectively. On the other hand,

social networking services (SNS) are explosively prevalent. SNS users aim to send and receive information in which

they are interested. Thus, we have decided to structurize news videos based on the responses from SNS users. In

this paper, we report a method that relates news stories to Web news articles as a basic tool for the structuring.
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1. は じ め に

近年，記憶装置の大容量化に伴い，放送映像を大量に蓄積で

きるようになった．放送映像のなかでもニュース映像は，実世

界の出来事を記録したものであるため，資料的な価値が高い．

そのため，ニュース映像のアーカイビングが重要視されてい

る [1]．アーカイブされたニュース映像を資料として活用する場

合，調査対象のトピックに関するニュース映像群の一部を見て

理解するだけではなく，トピックの流れを追い，内容を総合的

に理解することが重要である．そこで我々は，時系列意味構造

から主要なニュースストーリ（ニュース映像の意味的な最小単

位）の系列を推定する手法を提案した [2]．しかし，系列中には

同じ内容のストーリや情報量が少ないものなど，必ずしも内容

把握に必要がないストーリが含まれている場合もある．そこで，

更に主要なストーリを取捨選択するための指標が必要である．

また近年，ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）が

爆発的に普及している．SNSでは利用者間の社会的な繋がりを

支援する機能が提供され，多くの利用者はその機能を利用して，

特に自分の興味・関心がある情報の受発信を行っている [3]．そ

こで，ある対象に関する SNS上のコメントやトラックバックな
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どを解析することによって，その対象への興味・関心の度合い

や意見の種類について，利用者視点で抽出できると考えられる．

本稿では，SNSにおける利用者の反応に基づき大量のニュー

ス映像を構造化するための基礎技術として，SNS に紐づいた

Web ニュース記事をストーリに対応付ける手法について報告

する．

2. ストーリとWebニュース記事の対応付け

2. 1 Webニュース記事の収集方法

本実験では，SNS の一種であるマイクロブログサービス

Twitter上のアカウント「NHK NEWSWEB」とそのリンク先

のWebニュース記事を収集した．Webニュースサイト「NHK

NEWSWEB」（注1）上に新しい記事が更新されるたびに，Twit-

ter 上に記事の URL を付与したツイートが行われる．これを

用いて，1日に 1度 Twitter APIにより，Twitterアカウント

「NHK NEWSWEB」の 1日分のツイートを取得する．その後，

取得したツイートに付属する URLのWebページを収集する．

2. 2 ストーリとWebニュース記事の対応付け

ストーリとWebニュース記事の余弦距離に基づいて対応付

けを行う．

まず事前処理として，2.1節で収集したWebニュース記事の

本文を抽出する．また，ニュース映像に付属する文字放送字幕

（CC：Closed-Caption）をストーリ単位に分割する [4]．これら

のテキストデータを入力文書として，記事とストーリが対応づ

いているか否か判定する．以下にこの手順を示す．

（ 1） 各入力文書を形態素解析する．

（ 2） 名詞と未知語をキーワードとして抽出し，出現頻度ベ

クトルを作成する．

（ 3） 両者の出現頻度ベクトルの余弦距離を算出する．

（ 4） 余弦距離がしきい値以上ならば両入力文書を対応付

ける．

3. 実 験

ストーリとWebニュース記事の対応付けに関する精度評価

を行った．本実験では，入力映像として「NHK ニュース 7」

を，ストーリに対応付ける Web ニュース記事として「NHK

NEWSWEB」を利用した．実験には，2013年 12月 6日～11

日の 47ストーリと 507 Webニュース記事を使用した．

類似度に関するしきい値を 0.1から 1.0まで 0.1刻みで変化

させたときの適合率-再現率グラフを図 1 に示す．ただし，類

似度が 0.1未満のものは対応付かないと仮定して省略した．

更新されるWebニュース記事の中には同じトピックのもの

が複数存在することがある．そのため，異なるトピックの記事

が対応付かないように，適合率が高くなるしきい値が望ましい．

実験結果より，しきい値は 0.4前後がよいと考えられる．

4. 今後の展望：映像構造化へ向けて

今後の展望は，特定のトピックの複数のニュース映像を一つ

（注1）：NHK NEWSWEB；http://www3.nhk.or.jp/news/
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図 1 Web ニュースとストーリの対応付け精度

図 2 SNS ユーザの反応に基づく映像構造化

の要約映像として編集することを考えている．その概要を図 2

に示す．そのためには，要約映像に必要なストーリを選ぶ必要

があるが，我々が提案した手法 [2]で推定されたストーリ遷移

をもとに編集を行う．しかし，このストーリ遷移中には必ずし

も内容把握に必要ないストーリが存在する場合があるので，対

応付けたWebニュース記事に対する SNSユーザの反応を利用

して，主要なストーリを抽出する．また，ストーリに対応する

映像から要約映像に用いる区間を切り出す必要があるが，この

ときにも SNSユーザのコメント等の付加情報に基づいて編集

することを考えている．

5. む す び

本稿では，SNS を用いた映像構造化を目指してニュースス

トーリとWebニュース記事を対応付ける方法について報告し

た．今後は，対応づいたWebニュース記事に関する SNS上の

反応を利用した映像構造化を実現する．
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